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電気化学的手法を用い て金属銅の 酸化状態を探る

一 「中学校 理 科 ：化学変化」 酸化銅 の 実験 へ の 適用
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1　 緒 言

　銅は人類が最初に利用 した金属とも言われてお

り，加工 しやすく錆びに くい とい っ た性質に より，

十円硬貨をは じめ身近な道具や製品に多く利用 さ

れて い る．また建築材料 として も利用 され ， 屋外

で の 腐食は ， 大気汚染との 関連で興味を持たれ ，

環境分野 で の 研究も行われ て い る．

　
一方 ， 中学校理科で は化学変化の 定量的理解の

一例 として ， 銅粉の 加熱酸化実験が取 り扱われ て

い るが ， 理論値通 りの 結果が得られ に くい と言わ

れ てお り，
い くつ かの 検討が報告されて い る．

　金属銅 の 酸化物 と しては主に二種類の 酸化銅

（Cu20，
　 CuO ）が知 られて い るが ， 最近 ボル タ

ン メ トリ
ー

を主 と した電気化学的手 法に よ る

Cu20 と CuO の 分別定量に関する報告がなされ

1）
， そ の 手法を大気汚染に よる銅の 腐食に適用 し

た報告も見 られ る Pt．今回我々 は ， こ の 電気化学

的分析法 を利用 して ， 中学校理科で の 加熱酸化実

験の 適切 な実験条件を検討した の で ， そ の 結果に

っ い て報告する，

2　実 験

　銅の加熱酸化 は ， 銅線や銅板を試料とし ， 温度

を調節 した電気炉中で行 っ た．生成 した酸化銅の

電気化学的な分別定量には，ポテ ン シ ォ ス タ ッ ト

及 びポテ ン シ ャ ル ス キ ャ ナ ー
を用い

， 測定試料を

作用電極 ， 白金線を対極 ， 銀／塩化銀電極を参照

電極とし て用い た三電極方式に よるボル タン メ ト

リー測定を行 っ た．

　測定に際 し，表面に酸化銅が生成 した銅線や銅

板の試料につ い ては ， これ らを作用電極として直

接電解液 （6　mollL 　KOH ＋ 1　mol ／L 　LiOH 混合溶

液）中に浸 し て，表面に生成 し剥がれ落 ちた酸化

銅 につ い て は，その
一
定量を炭素粉末 と混ぜ合わ

せ て 作製 した カーボ ンペ ー
ス ト電極を用い るこ と

に よ っ て ボル タモ グラ ム を記録し た．

3　結果及び考察

　市販の Cu20，　 CuO ，　 Cu（OH ）2試薬 につ い て ，

カーボ ンペ ー
ス ト電極を作製 して ， 電位走査速度
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図．銅化合物の単掃引ボル タモ グラム

10mVls   で測定 ・記録された単掃引ボル タモ グ

ラム を図に示 した．図か ら CuO につ い ては ，

−

1．1V 付近 に，　 Cu20 に っ い て は，
− 1．4V 付近 に

それぞれ還元 ピークが生じる こ とが分か っ た ．生

成 した酸化銅の 量 は ，個々 の 還元 ピー
ク の 面積 （電

気量）か ら求める こ とができる．

　
一
例 として ， 銅線試料を 360 ℃ 下で 加熱酸化 し

た際に生成 した CuO と Cu20 の 比率につ い て検

討 した とこ ろ，加熱時間が長くなっ て もあま り変

化はなく，Cu20 の 方が CuO に比 べ て多く生成す

ることがわか っ た．360 ℃とい う比較的低温 条件

で は Cu20 の 生成が優先 され るよ うで ある．

4 　 まとめ

　今回 ， 電気化学的手法で銅酸化物を定量 し
， 加

熱酸化実験 の 適切 な条件を検討し た．しか し こ の

方法では粉末状の 銅 の 加熱酸化 に対 しては正確な

分析が難しく再現性に欠ける こ とが分か っ た．そ

こでそれ らの問題点を改善した方法として，酸化

物を塩酸処理 し， 溶液中に存在する Cu2＋ （CuO
由来）と Cu ＋ （Cu20 由来）を電気化学的に分別

定量する方法を新たに考案 した．当日は ，
こ の 方

法による検討結果も併せ て発表する．
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